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青森EARTHアウトリーチ

成果発表展示

昔この辺りは共同で使える山でね。

『タテヤマ』とか、『アイヌ館』

とも言ったかなあ

(廣瀬氏による三内地域の住民の方から聞き取り)

̶̶ ̶̶

切られた木、これから切られる木、

腐っていく木を見ていると、

木は山の骨だと思えてくる。

(ヒスロム)

*常設展示の一環として開催します。

  常設料金 | 一般510 (410)円　高大生300 (210)円　小中生100 (80)円

*カッコ内は20名以上の団体料金。 心身に障がいのある方と付添者1名は無料。

*ワークショップヤードと図書室展示は無料。

2017年3月14日|火|—26日|日|

立ち上がる風景

青森県立美術館

new documentary for ‘atopic site’

会期中無休　開館時間 | 9:30 –17:00 (入館は16:30まで)

会場 | 展示室E, H, ワークショップヤード, 図書室

参加作家  廣瀬俊介, hyslom (ヒスロム) AOMORI MUSEUM OF ART

だて

これまでの詳細は下記URLもご参照下さい。 

http://www.aomori-museum.jp/ja/schedule/info/project/848

会場風景の様子

「第2回 昔語りの会」の様子

バスツアーでの様子

「青森EARTH」は青森の大地に根ざした新たな

アートを発掘・発信するプロジェクトシリーズ。 平

成28年度は夏の企画展「青森EARTH2016 根と

路」と並行し, 美術館のアウトリーチ(地域連携)事業

として, 美術館と縄文遺跡を擁する三内地域を

拠点に, これまで夏の展覧会と秋̶冬に地域に

ついての勉強会やワークショップを行いました。 

夏の展覧会

廣瀬氏による三内地域のスケッチを通じた環境

調査の結果と,  ヒスロムのこれまでの作品を展

示。 会期中関連企画として, 廣瀬氏は地元の識

者の方をお招きし, 地域の地形・気候・動植物・

人間活動について知る連続勉強会「青い森の

風景を読む会」を, ヒスロムは自作について語る

トークイベントを実施。 

会期 | 2016年 7月23日|土|̶ 9月25日|日|

会場 | 展示室H

秋冬のレクチャー・ワークショップ

参加アーティストそれぞれによるコーディネート

の下, レクチャー・ワークショップやバスツアーを

実施。 

廣瀬俊介企画 《青森の風景をつくる会》

秋から冬にかけて, 廣瀬氏と地域住民の方々が

共同による三内地域の風景についての見方を

養い, これからのための環境プランを考える5回

のレクチャー・ワークショップを実施。 

ヒスロム企画 バスツアー

《青森のレース鳩小屋をめぐる。 》
日時 | 12月17日|土|  9:00–12:00

new documentary for ‘atopic site’



new documentary for ‘atopic site’

new documentary for ‘atopic site’
　風景とは確固として存在している訳ではありません。 人が自らの思いを託して目の前の

土地を眺める時, 風景は生まれます。 風景と向き合う時。 それは人が土地への根付き方を

探す一歩となります。 

　今年度美術館では廣瀬俊介氏 (ランドスケイプデザイナー), ヒスロム (アーティストグループ)と地域

の人が共に青森の風景を調べ・見つけ・つくることを通じて, 土地に根ざした新しいアート

を探求するアートプロジェクト「青森EARTHアウトリーチ」を行いました。 廣瀬氏は美術

館周辺・三内地域の環境調査や地域住民らとの共同勉強会の成果をもとに , 人と自然

が響き合う地域の風景 「̶生命の風景」を提案。 ヒスロムは切り出した一本の木《Good

Wood Family》を青森まで運び, 木にまつわる事象や, 街に息づくレース鳩といった未

知との交流を通じて, 独自の風景のあり方を見出しつつあります。 今回この二組の取り組

みの成果発表を通じて, 青森の人と土地の間で新たに「立ち上がる風景」として紹介いた

します。 

　二組のアーティストが見せる風景は, 私たちに様々なやり方で土地と向き合うことがで

きることを実感させます。 そのことは私たちが眺め暮らす土地に深く根を下ろしながら, 

自由で多様な生を実感することにもつながります。 今ここに「立ち上がる風景」にご期待

下さい。 

廣瀬俊介《三内地域の風景スケッチの例》

廣瀬俊介  ひろせ・しゅんすけ

ランドスケイプデザイナー (InternationalASLA), 専門地域調

査士。 風土形成事務所主宰。 2014年まで東北芸術工科

大学大学院准教授。 主著『風景資本論』(朗文堂, 2011)。 地

理・生態・社会学他の知見を束ねた持続的土地利用計

画を行う。 「この土地で生きることの祭り」をテーマとし

た「土祭 2015」(益子町)ディレクター。 

HP「東北風景ノート」

http://shunsukehirose.blogspot.jp/

hyslom  ヒスロム

加藤至, 星野文紀, 吉田祐からなるアーティストグルー

プ。 山から都市に移り変わる場所を定期的に探険する

事で得た経験や疑問, 人やモノとの遭遇を表現の根底

に置いて, 様々なプロジェクトを行う。 遊びを通して風

景, 土地を知る行為「フィールドプレイ」を行い, 映像・パ

フォーマンス・彫刻作品を制作。 2015年から作業場の

大家さんであった, 任秀夫氏と共に「任・ヒスロム鳩舎」

として日本鳩レース協会に入会。 青森での活動に「ヒス

ロム活動報告会」(2015, midori art center)。 

http://hyslom.com/
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ホンマタカシ　

ニュードキュメンタリー

「最初にカケスがやってくる225分」
青森上映会 +トーク

ホンマタカシ氏 (写真家)による知床のエゾジカ猟を

取材, 定点撮影 1カット4時間弱の野生のドキュ

メンタリー《最初にカケスがやってくる》(2015年 / 225

分)を上映。 

続くヒスロムとのアフタートークでは両者の映画

制作の手法を通じて, 映像と「風景」の関わりを

探る。 

日時 | 2017年3月18日|土| 

開場 | 11:30   開場 12:00 (トーク含め17:00終了予定)

上映 | 12:00–15:45 

トーク | 16:00–16:45   

会場 | 美術館シアター

出演 | 

ホンマタカシ, ヒスロム

入場無料・申込不要 (定員200名)・入退場自由

青森EARTHアウトリーチ

立ち上がる風景

ACCESS

交通案内

● JR新青森駅からルートバスねぶたん号, 東口バス停乗車

  「県立美術館前」下車 （約10分）

● JR青森駅から青森市営バス6番バス停乗車, 

  三内丸山遺跡行き「県立美術館前」下車 （約20分）

● 青森空港から車で約20分
● 東北縦貫自動車道青森I.C.から車で約5分
● [八戸方面から] 青森自動車道青森中央I.C.から車で

  約10分
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ライブイベント

「見えざる風景の振動を読み解く」

半年にわたって記録され続けた三内地域の環境

音を素材に, 青森ゆかりの音楽家らが奏でる電

子音楽イベントを開催。 

日時 | 2017年3月19日|日| 13:30–16:00頃

会場 | ワークショップA

出演 | 

Ko ASHIDA, 三上千年, 

kikoenaifuriwoshita, アオモリノイズ, 

Yuragi Spin+Mitsuaki Kasai (notforsure, AM, Ca-P) +

Wataru Hanada (en’s, COBRA STYLE)

企画 | 竹谷裕平 (Yuragi Spin)

入場無料・申込不要・入退場自由

主催・問合せ

青森県立美術館

〒038-0021 青森市安田字近野185     

TEL  (017) 783 -3000      

FAX  (017) 783 -5244

Mail  bijutsukan@pref.aomori.lg.jp     

www.aomori-museum.jp

助成 | 一般財団法人地域創造

EVENTS INFORMATION

表面 | ヒスロム《Good Wood Family》 

切り出した一本の木の根っこ。今も元あった土の中に

埋まりながらも, その型枠は様々な場所を旅する。
(撮影 | 内堀義之)


